
  
 

 

 

 

２
月
９
日
（
日
）、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
に
て
、
ま
な

び
め
い
と
主
催
と
し
て
は
初
め
て
と
な
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ

ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

幼
稚
園
児
か
ら
80
代
ま
で
の
76
組
の
方
々
に
お
申
し
込

み
を
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
な
び
め
い
と
の
少
年
少
女
合
唱
団
と
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏

団
も
ピ
ア
ノ
演
奏
の
合
間
に
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
を 

披
露
し
ま
し
た
。 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
が
所
有
し
て
い
る
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
製
の
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
を
使
用
し
た
こ
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
幅
広
い
年
代
の
方
が
様
々
な
曲
を
披
露
さ
れ
ま
す
。

生
涯
学
習
の
成
果
発
表
の
場
と
し
て
も
大
変
有
意
義
な
こ
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
開
催
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
よ
う
、
ま
な
び
め
い
と
と
し
て
も
、
さ
ら
に
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆 

さ
ま
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

              

２
月
16
日
（
日
）
、
芳
井
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
毎
年

恒
例
の
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
な
び
め
い
と
か
ら
も
井
原
少
年
少
女
合
唱
団
が
出
演
し
、

「
花
ま
つ
り
」
、
「
祇
園
祭
り
」
の
２
曲
を
披
露
し
、
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
近
隣
の
市
町
村
か
ら

14
組
の
合
唱
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
歌
う
曲
だ
け

で
な
く
、
衣
装
や
演
出
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

最
後
に
は
、
観
客
と
出
演
者
全
員
で
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

と
「
故
郷
」
を
合
唱
し
、
盛
大
な
幕
引
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

次
回
の
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
ま
な
び
め
い
と
の
井

原
少
年
少
女
合
唱
団
が
幹
事
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 
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井
原
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
＆ 

井
原
少
年
少
女
合
唱
団 

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
‘
20
」 

を
開
催
し
ま
す
！ 

 

と 

き 

３
月
28
日
（
土
）
11
時
～
12
時 

 

と
こ
ろ 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原 

１
階
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

 
入
場
料 

無
料 

※
申
し
込
み
不
要 

  

ま
な
び
め
い
と
ジ
ュ
ニ
ア
講
座
の
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合

奏
団
と
少
年
少
女
合
唱
団
が
、
一
年
間
の
練
習
の
集
大

成
を
発
表
し
ま
す
。 

 

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ

さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、 

状
況
に
よ
っ
て
急
遽
中
止
と
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、 

 
 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

生 涯 学 習 情 報 誌 

ままななびびめめいいとと    令令和和２２年年３３月月号号  ＮＮＯＯ．．２２７７８８  

井
原
少
年
少
女
合
唱
団 

 

第
25
回
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
参
加 

◆まなびめいと会員の更新について◆ 
 

平素よりアクティブライフ井原まなびめいとの運営にご協力・ご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

会員の皆さまにおかれましては、たいへんお手数ですが、更新の手続きと新年度会費の納入をお願いします。 

新会員の方も随時募集しています。 

▼継続会費 １，０００円（新入会員は１，５００円※入会金込み） 

 ※１８歳以下のジュニア会員は新規、継続とも会費５００円  

▼更新期限 令和２年５月３１日（日） 

※継続される方は、「令和２年度まなびめいと申込用紙」に必要事項をご記入の上、会費を添えて事務局（アクティブライフ井原）

までご提出ください。 

※サークル所属の方は、できるだけサークル内でとりまとめをお願いします。 

※退会される場合は、必ず事務局（６３－３３４７）までご連絡くださいますよう、お願い申し上げます。 

※会費の納入が無いままの場合、次年度は新規会員扱いになりますので、ご注意ください。 

 
 

第
26
回
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ 

ピ
ア
ノ
リ
レ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 



   

                                   

                                     

                                     

  

 

「
井
原
少
年
少
女
合
唱
団
」
・
「
井
原
ジ
ュ

ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
」
・
「
井
原
ジ
ュ
ニ
ア
絵

画
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
令
和
２
年
度
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

 

場
所 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原 

受
講
料 

年
間
１
２
，
５
０
０
円 

（
う
ち
５
０
０
円
は
入
会
金
） 

練
習
日 

・
少
年
少
女
合
唱
団
（
小
学
生
～
高
校
生
） 

・
ジ
ュ
ニ
ア
絵
画
ク
ラ
ブ 

 

（
小
学
３
年
生
～
中
学
生
） 

→
原
則
第
２
・
４
土
曜
日
、
10
時
～
12
時 

 

・
ジ
ュ
ニ
ア
弦
楽
合
奏
団
（
18
歳
以
下
） 

→
原
則
第
１
・
３
土
曜
日
、
10
時
～
12
時 

 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
イ
フ
井
原
内 

ま
な
び
め
い
と
事
務
局 

（
☎
６
３-

３
３
４
７
） 

             

                                  

 

広
井 

幸
子 

さ
ん 

松
井 

育
子 

さ
ん 

はがき絵サークル作品 

ままななびびめめいいとと    令令和和２２年年３３月月号号  ＮＮＯＯ．．２２７７８８  

ま
な
び
め
い
と
ジ
ュ
ニ
ア
講
座 

新
年
度
受
講
生
募
集 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
３
月
15
日
ま
で
の

ジ
ュ
ニ
ア
講
座
等
の
事
業
は
中
止 

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の

予
定
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国
や
市
の

方
針
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
を
下
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

新型コロナウイルス感染症に備えて 

～一人ひとりができる対策を！ワンチームとなって取り組みましょう～ 

新型コロナウイルス感染症に備えて 

～一人ひとりができる対策を！ワンチームとなって取り組みましょう～ 

●新型コロナウイルスに感染しないようにするために 

まずは、石けんやアルコール消毒液などによる手洗いを行ってください。

咳などの症状がある方は、咳エチケットを行ってください。 

また、持病がある方などは、上記に加えて、公共交通機関や人混みの多

い場所を避けるなど、より一層注意してください。 

（１）手洗い 

ドアノブや電車のつり革など様々なものに触れることにより、自分の手

にもウイルスが付着している可能性があります。外出先からの帰宅時や調

理の前後、食事前などこまめに手を洗います。 

（２）普段の健康管理 

普段から、十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めて

おきます。 

（３）適度な湿度を保つ 

空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい

室内では加湿器などを使って、適切な湿度（50～60％）を保ちます。 

●ほかの人にうつさないために 

＜咳エチケット＞ 

くしゃみや咳が出るときは、飛沫にウイルスを含ん

でいるかもしれませんので、次のような咳エチケット

を心がけましょう。 

・マスクを着用します。 

・ティッシュなどで鼻と口を覆います。 

・とっさの時は袖や上着の内側でおおいます。 

・周囲の人からなるべく離れます。 


